
平成２１年度 当初予算案主要事項説明

事 業 名 環 境 京 都 発 信 事 業 費

予 算 額 １３，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

地球環境の殿堂の設立や府内の学術・研究機関と連携した国際的な学術
会議等を実施することにより、国内外に向けて、地球温暖化をはじめとす
る環境問題についての提言・発信を行う。

２ 事業内容

「KYOTO地球環境の殿堂」(仮称)設立推進費 ３，０００千円

世界で環境に貢献した人たちを顕彰し、環境保護に対する
趣 旨 メッセージを京都から発信する「KYOTO地球環境の殿堂」(仮

称)の設立
場 所 国立京都国際会館（予定）

事 業 内 容 「KYOTO地球環境の殿堂」(仮称)設立推進委員会
推進体制 ・府・市・京都商工会議所・総合地球環境学研究所等オー

ル京都体制
「KYOTO地球環境の殿堂」(仮称)設立推進委員会の設置、

内 容
整備調査・選考基準、オープニング企画等

京都環境文化学術会議開催費 ６，０００千円

目 的 幅広い観点から地球温暖化問題等の解決策を検討する国際
趣 旨

的な学術会議を開催し、国内外に向けて提言を発信
対 象 主 催 京都府、京都大学、総合地球環境学研究所

開 催 日 平成２２年２月（京都地球環境の日(2月16日)前後に開催）
方法等 開催場所 京都市内

学術者会議、公開シンポジウム
内 容 ※国内外から、環境、経済、文化等の分野の第一線の研究

者を招聘
第９回アジア太平洋ＮＧＯ環境会議京都会議

１，０００千円
（ＡＰＮＥＣ９）開催支援費 【府市協調事業】

ＣＯＰ１５に向けてアジア各国のエネルギー政策やローカ
趣 旨

ルな温暖化対策について議論する国際会議の開催を支援
主 催 日本環境会議
共 催 京都府、京都市
開 催 日 平成２１年１１月２０日(金)・２１日(土)
開催場所 京都市内
京都の知恵と文化を生かした暮らし方サポートサ

３，０００千円
イト(仮称)開設事業費

京都の知恵と文化を生かして府民のライフスタイルの転換
趣 旨

を促すため、情報発信サイトを開設
コンテンツ 自然体験、伝統文化体験、フードマイレージ 等



事 業 名 太陽光発電「１５,０００戸」達成事業費

予 算 額 ８８，０００ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的
低炭素社会の実現を目指し、府民の住宅用太陽光発電設備の導入促進

を図る。

２ 事業内容
（１）新エネルギー導入促進事業費（拡充）

事 業 内 容 府内に新たに住宅用太陽光発電設備等を設置する者に対して、設置
によるＣＯ２削減量に応じたエコポイントを付与

府内での太陽光発電の導入を更に加速させるため、設置後１５年間
（昨年度の５倍）に削減が見込まれるＣＯ２量をポイント換算

目 的
補助ポイント ２５,０００ポイント／ｋＷ

対 象 平均的設備（３.４ｋＷ）の場合 ８５,０００ポイント
（８５,０００円相当）

方法等
（２）２１世紀住宅リフォーム資金融資（継続）

府内の住宅で太陽光発電設備工事等に要する資金を融資

融資利率 １.９０％（融資限度額 ３５０万円） 平成２０年１２月１日現在

事 業 名 地球温暖化対策推進事業費

予 算 額 １８，４２５ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的
「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動を支援し、家庭や地

域における地球温暖化防止の意識啓発を図るとともに、環境配慮活動に率
先して取り組んでいる事業所等を「エコ京都２１」として認定・登録し、
環境配慮行動の促進を図る。

２ 内 容
(1)「京都府地球温暖化防止活動推進センター」への業務委託

事 業 内 容 ○府民や団体等に対する情報提供、相談・助言
○京都府地球温暖化防止活動推進員の活動支援
○府民のエコライフを推進する事業

・インターネット環境家計簿の運用
・「エコ親子事業」の実施 等

(2)「エコ京都２１」認定・登録
環境配慮活動に率先して取り組んでいる事業所等を認定・登録

○地球温暖化対策部門
温室効果ガスの削減に積極的に取り組んでいる事業所

目 的 ○循環型社会形成部門
廃棄物の排出削減に積極的に取り組んでいる事業所

対 象 ○エコスタイル部門
創意あふれる環境配慮活動を推進している学校、地域、商店街、工

方法等 場、事業場等



事 業 名 中小企業等のエコ対策促進事業費

予 算 額 ５,０００千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的
産業部門のＣＯ２１０％削減目標達成を推進するため、削減計画書

に基づく取組の徹底を図るとともに、中小企業が行う地球温暖化対
策の取組に対し支援を行う。

２ 事業内容
（１）削減計画書の指導徹底（2,000千円）

事 業 内 容 ○条例に基づき削減計画書を提出している特定事業者の取組進捗
状況の指導徹底を図るための府職員と省エネアドバイザーによ
る指導・助言

○中小企業（特定事業者除く）のエコ対策（ＣＯ２削減）を支援す
目 的 るための省エネコンサルティング支援（省エネアドバイザー派

遣）
対 象

（２）ＫＥＳ認証普及促進（3,000千円）
方法等 ＫＥＳステップ２認証取得費の一部を助成し、中小企業（特定

事業者を除く）の継続的なエコ対策（ＣＯ２削減）の促進を図る。

事 業 名 府庁ＣＯ２ ２０％削減運動推進費

予 算 額 １７,４０６千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的
地球温暖化防止に向けた取組を府庁自らが率先して行うため、府

庁１号館、３号館の照明に高効率型電子安定器の導入等を実施し、
ＣＯ２ 削減の取組を一層加速化させる。

２ 事業内容
事 業 内 容 府庁１号館、３号館の事務室全室の照明器具に高効率型電子安定

器を導入
・導入台数：約１，５００台（３，５００灯）
・ＣＯ２ 削減効果：約▲４９ｔ


